















































































































































































































































































































































































































































EW: The English Works of Thomas Hobbes of Malmesbury, ed. William Molesworth, 
London, John Bohn, 1839-1845.
OL: Thomae Hobbes Malmesburiensis Opera Philosophica quae latine scripsit Omnia, ed. 
William Molesworth, London, 1839-1845.
それ以外のものは、以下に参照した文献の書誌情報を示す。なお、章や節についての指示が
ない場合は、ページ数のみ記す。
CTM: 『トマス・ホワイト批判』Critique de de Mudo de Thomas White, introduction, 
texte critique et notes par Jean Jacquot et Harold Whitemore Jones, J. Vrin, 1973. 本書の
英訳としては次のものがあり、翻訳の際の参考にした。Thomas White's "De Mundo" 
Examined, translated by Harold Whitmore Jones, Bradford University Press, 1976.
CRH:  『トマス・ホッブズについての考察』Considerations upon the reputation, loyalty, 
manners, & religion of Thomas Hobbes of Malmsbury written by himself, by way of letter 
to a learned person, 1662. EW: IV. 邦訳として『ホッブズの弁明／異端』（水田洋訳、未來
社、2011年）がある。引用の際にはこちらを参考にしつつ新たに訳し直した。
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DCo: 『物体論』De Corpore, 1655. OL: I, EW: I. 邦訳『物体論』本田裕志訳、京都大学出版
会、2015年。この著作からの引用については、部をローマ数字で、章と節をそれぞれアラビ
ア数字で示す。引用の際の訳文については邦訳にしたがったが、必要に応じて訳語を改めた。
DiP: 『自然学的対話』Dialogus Physicus de Natura Aeris, 1661. OL: IV この著作について
は二次文献として参照したShapin, Steven and  Schaffer, Simon, Leviathan and the Air-
Pumpに著者による英訳が含まれており、訳出の際の参考にした。なお、同書の邦訳にはこ
の翻訳は含まれていない。
DeP:  『生理学のデカメロン』Decameron Physiologicum; or Ten Dialogues of Natural 
Philosophy, 1678. EW: VII. ローマ数字で章番号を示す。
Ep: 『往復書簡集』書簡についてはモールズワース版に所収のものもあるが、本稿ではノ
エル・マルコム編集による以下の版を用いる。Thomas Hobbes, The Correspondence, 
Edited by Noel Malcolm, Oxford University Press, 1994. この書簡集の書簡番号を示す。
Lev: 『 リ ヴ ァ イ ア サ ン 』Leviathan: Or The Matter, Forme, & Power of a Common-
Wealth Ecclesiasticall and Civill, 1668, OL: III. 邦訳は『リヴァイアサン』全4巻、水田洋訳、
岩波文庫を用いた。










か10ページほどの分量しかない（Ferdinand Tönnies, Thomas Hobbes : Leben und Lehre, F. 
Frommann, 1971）。ただし、ブラントによる古典的な研究（Frithiof Brandt, Thomas Hobbes' 
mechanical conception of nature, Levin & Munksgaard, 1928）の影響下にある自然哲学研究や、
この後でも言及する科学史的な研究は一定数存在する。
2 ゴールドスミスはホッブズの自然学に見られる、重力・磁力・風・気温に関する主張は全て間違





4 A. P. Martinich, Hobbes: a biography, Cambridge University Press, 1999,  pp. 89-92.
5 これらの草稿はテニエスによって発掘され、1973年に公刊された（Critique de de Mudo de 
Thomas White, introduction, texte critique et notes par Jean Jacquot et Harold Whitemore 
Jones, J. Vrin, 1973.）。日本におけるこの草稿の研究として、佐藤正志「ホッブズ機械論的自然像
の形成過程：「トマス・ホワイトの『宇宙論』への批判」を通して」、『イギリス哲学研究』第1号
所収、1978年がある。
6 この論争については以下の書簡を参照。Ep. 29, 30, 32-34, 36. なお、これらの書簡は『デカルト全
書簡集』第4巻に邦訳が収められている。上記の書簡に対応するこの著作集の書簡番号は、300, 
302-304, 306, 308となる。ホッブズとデカルトの光学を巡る論争、およびホッブズの初期自然学に
ついては以下が参考になる。Richard Tuck, “Hobbes and Descartes”, in Perspectives on Thomas 
Hobbes, Oxford, 1988.
7 この事情については以下を見よ。Noel Malcom,  “Hobbes and the Royal Society” in Aspects of 












12 Dco: Epistla Dedicatoria. 邦訳3-5頁。
13 ホッブズとアリストテレス主義の関係は一見するよりも複雑である。彼はアリストテレスやスコ
ラ学派を極めて激しく批判する一方で、そこから多くの影響を受けてもいる。これについてはま
ず は 次 の も の を 見 よ。Cees Leijenhorst, The Mechanisation of Aristotelianism: The Late 
Aristotelian Setting of Thomas Hobbes's Natural Philosophy, Brill, 2002.





16 Steven Shapin, and Simon Schaffer, Leviathan and the Air-Pump: Hobbes, Boyle, and the 
Experimental Life, Princeton University Press, 2011（1985）. 邦訳『リヴァイアサンと空気ポン
プ：ホッブズ、ボイル、実験的生活』吉本秀之・柴田和宏・ 坂本邦暢訳、2016年。以下では邦訳
の頁数を示す。





































Robert Hugh Kargon, Atomism in England from Hariot to Newton, Oxford, 1966. pp. 54-62.
27 ホッブズとガッサンディの関係についてはマルコムの書簡集の付録が簡便である。Thomas 
Hobbes, The Correspondence, Edited by Noel Malcolm, Oxford University Press, 1994. pp. 834-
837.
28 Samuel I. Mintz, The Hunting of Leviathan, Cambridge University Press, 1962. p. 32.
29 細かい文脈等を考慮しなければ、たとえば次のような記述があることは事実だ。「地球のほうへ
と運ばれてゆく諸原子は、形や運動や大きさによって互いに異なっているので、あるものはより
大きな、またあるものはより小さな衝動をもって地球にぶつかる」（DCo: IV-30-3, OL I: 425. 邦訳
555頁）
30 DCo: IV-26-3. OL I: 339. ただし、この後でも見るように、ホッブズが直接引用しているのはル
クレティウスの『事物の本性について』である。
31 DCo: IV-26-3. OL I: 339. 邦訳460-461頁。
32 ホッブズの参照指示は「運動の原因は隣接した運動している物体の中にしかないこと」と題され
た『物体論』第2部第9章第7節である。










IV-26-4. OL: I-347. 邦訳471頁）
37 DCo: IV-26-4. OL I: 347. 邦訳471頁。
38「『流動する』『軟い』『粘性の』『硬い』といったことは（大きい・小さいと同様に）比較上にお
いてのみ言われることであって、異なった複数の類ではなく、l つの質の異なった複数の度だから
である」（DCo: III-22-2. OL: I-272. 邦訳371-372頁）本稿註36も参照。
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42 DCo: IV-26-5. OL I: 347-348. 邦訳471頁。






45 CTM: IX-2. p. 161.
46 ホッブズの空虚に対する見解の変化については次のものを見よ。ホッブズの初期自然学草稿から
の引用も複数紹介されている。Franco Giudice, “Thomas Hobbes and Atomism: A Reappraisal”, 











50 シェイピン／シャッファー『リヴァイアサンと空気ポンプ』 pp. 109-115.
51 シェイピンとシャッファーのこうした見解に対する批判は、次のものにおいても見られる。
Leijenhorst, The Mechanisation of Aristotelianism, pp. 127-128. Malcolm, “Hobbes and Roberbal” 
in Aspects of Hobbes, pp.190-192.





53 DeP: III. EW VII: 89.
54 この点については、まずはマーティニッチの指摘を参照せよ。A. P. Martinich, The Two Gods 
of Leviathan: Thomas Hobbes on Religion and Politics, Cambridge University Press, 1992. pp. 
1-16.
55 ホッブズにおける神学と自然哲学との関係については、以下も見よ。Agostino Lupoli, Hobbes 
and Religion without Theology, in Edited by A.P. Martinich and Kinch Hoekstra, The Oxford 
Handbook of Hobbes, Oxford Univ Press, 2016.




Thomas Hobbes and Physics of fullness
TORANO, Ryo
Thomas Hobbes（1588-1679）was not only a political philosoper, but also natural 
philosopher. He argued problem of Physics in his De Corpore and some other works. His 
natural philosophical views are very unique. He thought the world consists of fluid whose 
parts may by very weak endeavor be separated from one another, and which is always 
divisible. Then, he reject the atomistic these which the world consists of atom and vacuum. 
According to him, there is no vacuum and empty space in the world. Hence, the world is 
always full of bodies. This unique view is also connected with his heretical view of God.
